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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 12 事業名 財政管理事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 3　財政管理費
まちづくり
ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 540,658 0 0 10,753 0 529,905
今回補正額 81,100 0 0 0 0 81,100
補正後予算額 621,758 0 0 10,753 0 611,005
前年度予算額 579,035 （比較：42,723） 前々年度決算額 457,631 （比較：164,127）

3 補正予算の概要

補正予算の概要 普通交付税が、国の補正予算において増額し、追加交付されたことから、後年度の臨時財政対策債の償還に備えて「減債基
金」に積み立てるほか、災害等に備えて「財政調整基金」に積み立てる。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

財政調整基
金

普通交付税の追加交付を財源に、今後の災害に発生等に備え
て、財政調整基金に積立てる。
・積立金　62,100千円
　補正後の基金残高見込み　1,184,796千円

単町 62,100 523,000

減債基金

普通交付税の追加交付を財源に、後年度の臨時財政対策債の
償還に備えて減債基金に積み立てる。
・積立金　19,000千円
　補正後の基金残高見込み　372,446千円

単町 19,000 0

合計 81,100

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 615 事業名 財産管理（普通財産） 事業区分 □新規　■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 5　財産管理費

まちづくり
ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑤ 公共施設の集約・複合化による質の高い町民サービスの提
供

重点事業 若者の定住・UJIターンへの足掛かりとなる「住まい」と「しごと」の環境整備
2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 98,626 0 0 290 0 98,336
今回補正額 1,980 0 0 0 0 1,980
補正後予算額 100,606 0 0 290 0 100,316
前年度予算額 33,135 （比較：67,471） 前々年度決算額 3,771 （比較：96,835）

3 補正予算の概要

補正予算の概要 旧古布庄小学校の高圧気中負荷開閉器・高圧ケーブルの推奨更新時期から15年経過しているため、電気的事故が発生した場合
正常に動作せず、古布庄地区が停電になる可能性があるため更新工事を実施する。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

施設修繕費

旧古布庄小学校の高圧気中負荷開閉器・高圧ケーブルの推奨
更新時期から15年経過しているため、電気的事故が発生した
場合正常に動作せず、古布庄地区が停電になる可能性がある
ため更新工事を実施する。

単町 1,980 2,662

合計 1,980

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1594 事業名 畜産経営緊急救済事業（鶏・酪農） 事業区分 ■新規　□継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係
予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 12　物価高騰対策費
まちづくり
ビジョン

（４）魅力ある産業が生み出す地域経済好循環のまちづくり ① 農畜水産物の生産振興と一次産業の担い手育成
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費
事業費財源内訳 備考

国庫
支出金 県支出金 その他

（収入） 町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 0 0 0 0 0 0
今回補正額 53,976 51,827 0 0 0 2,149
補正後予算額 53,976 51,827 0 0 0 2,149
前年度予算額 前々年度決算額

3 補正予算の概要

補正予算の概要 飼料価格、資材、燃料費等の高騰により経営を圧迫している畜産農家（養鶏・酪農）に対し、経営の維持・継続を図るため生
産コスト高騰分の一部に対する助成を緊急に行う。【物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業】

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計
畜産経営緊
急救済事業
（食鶏）
【新規】

補助金：14,350千円
　①肉用鶏：7,098千羽×コスト上昇分３円/羽×補助率2/3＝
14,196千円
　②種鶏：77千羽×コスト上昇分３円/羽×補助率2/3＝154千円

国14,000千
円、町350
千円

14,350 0

畜産経営緊
急救済事業
（酪農）
【新規】

補助金：39,626千円
①乳用牛(経産牛)支援　8,952千円
　【支援単価】 (4-9月)78円・(10-12月)28円
　【経産牛頭数】2,125頭
　【補助金計算】
　　((2,125頭×78円×183日)＋(2,125頭×28円×92日）)×1/4
　　＝8,952千円
②育成牛支援　30,674千円
　【支援単価】260円/頭/日(育成期間に係る飼料価格高騰分）
　【育成牛頭数】858頭
　【補助金計算】858頭×260円×275日×1/2＝30,674千円

国 37,827千
円、町

1,799千円
39,626 0

合計 53,976
その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1298 事業名 ため池防災減災対策推進事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 5　農林水産業費 項 1　農業費 目 5　農地費
まちづくり

ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ① 自助・共助・公助による災害に強いまちづくり
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 12,300 0 314 0 10,600 1,386
今回補正額 547 0 0 0 800 △253

公共事業等債
補正後予算額 12,847 0 314 0 11,400 1,133
前年度予算額 93 （比較：12,754） 前々年度決算額 1 （比較：12,846）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
・現在施工中の県営工事の他地区との予算調整による減額補正

・県営事業（松谷第３地区）への国補正による増額

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

県営ため池
工事に係る

町負担金

松谷第３ため池改修（県営）に伴う市町村負担金。

国：55％　県：34％　町：11％
（当初）

R7年度事業費　108,000,000円
負担金　11,880,000円
（変更）
R7年度事業費　86,965,900円（21,034,100円減）
負担金　9,566,249円（2,313,751円減）

町債
△2,000、
町313

△2,313 11,880

県営ため池

工事に係る

町負担金

（補正予算

分）

県営事業（松谷第3ため池）への国補正による市町村負担金増
額

国：55％　県：34％　町：11％
国補正額　26,000千円
今回補正負担金　　 2,860千円

町債

2,800、町
60

2,860 0

合計 547

その他事業内容

【県営ため池工事に係る町負担金】

松谷第３ため池改修工事
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 354 事業名 現年発生農業用施設災害復旧事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 10　災害復旧費 項
1　農林水産業災害復旧
費

目 2　現年発生農業用施設災害復旧費

まちづくり

ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ① 自助・共助・公助による災害に強いまちづくり
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 20 0 0 0 0 20
今回補正額 26,620 0 17,303 3,521 5,200 596

災害復旧事業債　5,200
補正後予算額 26,640 0 17,303 3,521 5,200 616
前年度予算額 2,788 （比較：23,852） 前々年度決算額 20（比較：26,620）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
8月27日に発生した令和7年8月豪雨に伴う落雷災害により被災した農業用施設の復旧を行うため、必要な経費の補正を行うも
の。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

33-201倉坂
地区災害復

旧工事
【新規】

工事請負費　26,620千円
　33-201倉坂地区（小田股ダム）
　　堤体観測設備

　　（FAパソコン、ソフトウェア改修、スキャナ4台）
　　水質観測設備
　　（濁度水温検出器修理、FAパソコン、ソフトウェア改修）
　　気象観測設備

　　（マルチシャトルロガー修理）　　　　　

県

(国)17,303
町債5,200
北栄町

3,521　町
費596

26,620 0

合計 26,620
その他事業内容

【歳入】

〇県支出金　　17,303千円

　26,620千円（補助対象事業費）×65％（国補助率）＝ 17,303千円

〇町債　　5,200千円

　災害復旧事業債（充当率：90％）

　26,620千円（補助対象事業費）×35％（町負担率）×62.2％（琴浦町）×90％（町債）≒ 5,200千円（10万円未満切捨て）

〇分担金　　3,521千円

　現年発生農業用施設災害復旧費分担金（北栄町）

　26,620千円（補助対象事業費）×35％（町負担率）×37.8％（北栄町）≒ 3,521千円
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1603 事業名 医療・社会福祉施設物価高騰対策支援事業 事業区分 ■新規　□継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係

予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 12　物価高騰対策費
まちづくり

ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 0 0 0 0 0 0
今回補正額 5,023 5,023 0 0 0 0
補正後予算額 5,023 5,023 0 0 0 0
前年度予算額 前々年度決算額

3 補正予算の概要

補正予算の概要

　医療機関・社会福祉施設等においては、物価高騰で光熱費や食材費等の負担が増えている一方、収入は原則公定価格であり

高騰分を価格転嫁できない状況であることから、支援金により事業者の支援を図るもの。【物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金事業】

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

物価高騰対

策支援

物価高騰に伴う負担増の影響を受ける町内の医科・歯科・薬

局・介護施設を支援するもの。

・医科、歯科　700千円（14事業者 単価50千円）
・薬局　　　122.5千円（7事業者 単価17.5千円）
・介護　　　4,200千円（10事業者 単価17.5～87.5千円
　　　　　　　　　　　＋定員加算）
　※介護施設は、サービス種別に応じた単価に定員加算を

　　加えて支給。単価表は下表のとおり。

国10/10 5,023 0

合計 5,023

その他事業内容

◆介護施設の区分と支援金の単価

施設区分・提供するサービス種別等の区分

支援単価 対象施設数

（事業者数）
１施設あたり 定員１人あたり

【訪問系施設】

訪問介護 27,500 ー ２（２）

訪問看護 27,500 ー １（１）

訪問リハビリテーション 27,500 ー １（１）

【通所系施設】

通所介護 25,000 1,000 ９（６）

地域密着型通所介護 25,000 1,000 １（１）

通所リハビリテーション 25,000 1,000 １（１）

居宅介護支援事業所 17,500 ー ６（６）

【多機能型施設】 小規模多機能型居宅介護 75,000 ー １（１）

【入所・居住系施設】

短期入所生活介護 ー 5,000 ２（２）

介護老人福祉施設 87,500 5,000 ２（２）

認知症対応型共同生活介護 87,500 5,000 ６（３）

軽費老人ホーム 87,500 5,000 ２（１）

有料老人ホーム 87,500 5,000 ３（１）

サービス付き高齢者向け住宅 87,500 5,000 １（１）
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令和7年度　事業説明書（10号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 228 事業名 町道等改良整備事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室

予算区分 款 7　土木費 項 2　道路橋梁費 目 2　道路新設改良費
まちづくり

ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥ 公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 362,658 206,635 0 0 143,400 12,623
今回補正額 12,450 7,532 0 0 4,900 18

公共事業等債　4,900
補正後予算額 375,108 214,167 0 0 148,300 12,641
前年度予算額 360,169 （比較：14,939） 前々年度決算額 215,434 （比較：159,674）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 事業の推進を図るため、国補正予算活用による工事請負費の増額を行う。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

町道駅前八

幡線道路改

良事業

本町道は通学路に指定されているが、歩道部に各家庭に出入り
するための傾斜が多数存在している。そのため、歩行者が転

倒する危険性があることから、歩道のバリアフリー化工事を

行う。今年度も工事を行っているが、事業の推進を図るため、

国補正予算活用による工事請負費の増額を行う。

工事請負費　増額　12,450千円

国7,532
町債4,900
町18

12,450 50,000

町道立石街

路1号線道
路改良事業

事業費精査により工事請負費の減額を行う。

工事請負費　減額　10,450千円

国△5,748
町債

△4,700
町△2

△10,450 78,500

町道立子大

熊線道路改

良事業（大

熊工区）

町道立石台街路1号線道路改良事業の事業費精査に伴い、事業
推進を図るため、本事業の工事請負費を増額する。

工事請負費　増額　10,450千円

国5,748
町債4,700
町2

10,450 60,000

合計 12,450

その他事業内容

⁠⁠⁠⁠⁠⁠⁠

　　　　　　　　　　　　　町道駅前八幡線　現在の様子

　　　　　　　　　完成後のイメージ
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